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新年のごあいさつ
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
年
の
初
め
に
当
た
り
、
町
民
の

皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
一
昨
年
三
月
の
東
日
本
大
震

災
や
原
発
事
故
、
そ
し
て
七
月
の
豪
雨
災

害
と
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
な
か
っ
た
自
然

災
害
に
対
す
る
、
風
評
被
害
対
策
を
含
め

た
復
興
・
復
旧
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
平
成
二
十
年
か
ら
実
施
し

て
参
り
ま
し
た
幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学

校
の
第
二
次
統
合
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
統
合
中
学
校
の
新
体
育
館

建
設
で
は
、
生
徒
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
保

護
者
、
町
民
の
皆
様
に
ご
迷
惑
と
ご
心
配

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
四
月
に
は
、
昨
年
四
月
の

坂
下
中
学
校
の
開
校
に
続
き
、
坂
下
幼
稚

園
が
坂
下
南
幼
稚
園
に
、
坂
下
小
学
校
が

坂
下
南
小
学
校
と
し
て
、
そ
し
て
旧
坂
下

第
一
中
学
校
が
坂
下
東
小
学
校
に
、
そ
の

隣
接
す
る
敷
地
に
坂
下
東
幼
稚
園
を
新
た

に
建
設
し
、
教
育
施
設
の
第
二
次
統
合
が

終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
幼
・
小
の
連
携
、
小
・
中
の
連
携
の

強
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
幼
稚
園
児
か

ら
生
徒
ま
で
の
一
貫
し
た
教
育
が
で
き
る

環
境
が
整
う
な
ど
、
町
教
育
行
政
の
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
年
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
時
こ
そ
、
新
た
な
校
舎
で
育
つ

子
ど
も
た
ち
を
家
庭
で
、
学
校
で
、
地
域

で
、
な
に
よ
り
町
民
全
員
で
育
て
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
生
き
生
き
と
成
長
し
、
家
族
を

愛
し
、
地
域
を
愛
す
る
気
持
ち
が
育
ま
れ

る
も
の
と
確
信
を
し
て
お
り
ま
す
。
町
行

政
は
も
と
よ
り
町
民
皆
様
と
一
丸
と
な
っ

て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

第
五
次
振
興
計
画
の
基
本
構
想
の
理
念

で
あ
る
〝
み
ん
な
で
地
域
を
つ
く
る
〞
と

は
、
人
が
あ
っ
て
、
家
族
が
あ
り
、
隣
組

が
あ
っ
て
、
集
落
が
あ
り
、
地
域
が
あ
っ

て
、
会
津
坂
下
町
と
い
う
大
き
な
絆
で
結

ば
れ
、
住
民
・
地
域
・
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
町
民
全
員
が
生
ま
れ
て
よ
か
っ
た
、

住
ん
で
良
か
っ
た
、
と
思
え
る
ま
ち
を
創

る
事
が
出
来
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
そ
の
基
本
理
念
を
地
域
に
根

付
か
せ
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を

図
り
、
そ
こ
に
暮
ら
す
住
民
が
主
役
と
な

っ
て
お
互
い
に
協
力
し
、
住
み
よ
い
地
域

社
会
を
創
造
す
る
手
助
け
と
し
て
、
地
区

公
民
館
か
ら
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
へ
の
移
行
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
お
り
、
今
年
四
月
よ
り
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
活
動
を
ス
タ
ー
ト

す
る
地
区
が
出
て
き
ま
す
。
住
民
・
地
域
・

行
政
が
一
体
と
な
り
、
地
域
に
お
け
る
課

題
や
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
基
本
構
想
の
理
念
〝
み
ん
な
で
地
域

を
つ
く
る
〞
の
ス
タ
ー
ト
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
も
、
町
民
皆
様
が
住
み
続
け
た

い
、
子
ど
も
に
も
住
ま
わ
せ
た
い
、
と
思

っ
て
頂
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

町
民
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
五
年
が
、
町
民
の
皆
様
に
と

っ
て
素
晴
ら
し
い
記
念
の
年
に
な
り
ま
す

よ
う
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。



住民の声

新
規
路
線
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
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住
民
の
皆
様
の
意
見
・
要
望
・
提
案
や

苦
情
な
ど
も
含
め
、
公
聴
す
る
し
く
み
と

し
て
、
広
報
あ
い
づ
ば
ん
げ
の
５
月
号
に

折
り
込
み
し
ま
し
た
「
住
民
の
声
」
に
つ

い
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 記名投書を！記名投書を！

　

11
月
末
現
在
に
お
い
て
、
手
紙
・
メ
ー

ル
等
で
22
件
の
投
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
「
住
民
の
声
」

に
は
、
原
則
と
し
て
記
名
投
書
の
方
に
は
、

直
接
回
答
を
し
て
お
り
ま
す
。（
外
部
に

は
氏
名
の
公
表
は
い
た
し
ま
せ
ん
。）

今
後
も
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
「
住
民

の
声
」
を
町
政
に
生
か
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
建
設
的
な

投
書
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

投
書
用
紙
は
、
中
央
公
民
館
、
役
場
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
お
り

ま
す
。

プ
ー
ル
の
温
水
化
に
つ
い
て

プ
ー
ル
の
温
水
化
を
希
望
す
る
。
プ

ー
ル
を
1
年
中
利
用
し
た
い
。
健
康
の

た
め
に
良
い
こ
と
だ
と
思
う
。

（
若
宮
地
区　

記
名
）

【
建
設
部
】

ご
提
案
の
と
お
り
プ
ー
ル
を
温
水
化

す
れ
ば
、
1
年
間
を
通
し
て
健
康
維
持

等
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

し
か
し
温
水
化
に
は
、
現
施
設
の
改
修

に
概
算
で
1
億
5
千
万
円
程
の
工
事
費

が
見
込
ま
れ
る
ほ
か
、
冬
期
間
の
暖
房

や
人
件
費
に
つ
い
て
も
約
千
5
百
万
円

の
経
費
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

早
急
な
整
備
は
大
変
難
し
い
状
況
で

あ
る
と
考
え
ま
す
が
、
将
来
的
な
導
入

に
つ
い
て
は
引
き
続
き
検
討
し
て
ま
い

り
ま
す
。

将
来
、
県
立
病
院
（
会
津
医
療
セ
ン

タ
ー
）
最
寄
の
広
田
経
由
、
中
央
病
院

ま
で
の
路
線
バ
ス
の
運
行
の
考
え
は
な

い
か
。 

（
金
上
地
区　

記
名
）

【
政
策
財
務
部
】

会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
会
津
若
松

市
河
東
町
に
福
島
県
立
医
科
大
学
の
付

属
病
院
と
し
て
平
成
25
年
5
月
開
所
を

目
指
し
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
福
島
県
で
は
会
津
医
療
セ
ン

タ
ー
へ
周
辺
地
域
へ
の
交
通
手
段
の
確

保
の
必
要
性
を
感
じ
て
お
り
経
費
等
の

試
算
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
町
と

し
て
も
会
津
地
域
の
広
域
な
医
療
圏
を

カ
バ
ー
す
る
交
通
網
の
整
備
に
つ
い
て
、

バ
ス
等
の
運
行
を
県
に
働
き
か
け
て
ま

い
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

秘
書
広
報
班　

☎
（
84
）
2
4
7
7

より皆さんに読んでいただける広報紙を作成するために、広く町民の皆さんの
意見をお聞きしたく「広報あいづばんげ」のモニターを募集します。
▼対　　象　町内在住の10代以上の男女　10名程度
▼内　　容　広報を読んでアンケートを記入し郵送で提出。
　　　　　　※会議などは行いません。
▼募集期間　 1月25日（金）
▼そ の 他　ご協力いただいた方には粗品（図書カード）をお贈りします。
▼申し込み・問い合わせ先　秘書広報班　TEL 84-2477　FAX 83-1361

「広報あいづばんげ」モニター募集
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＜変更の趣旨＞
　平成24年 4月より運行しております「海老沢線」
「御池田線」について、利用者の利便性の向上の
ために、運行ルートの見直しを行いました。
　地域と中心市街地を往復する便ではなく、市街
地を出発し、地域を回って市街地に戻る循環方式
での運行になります。
　ご利用の際には、バス時間を確認のうえ、利用
ください。

＜主な変更内容＞
・運行ルート（＊左図参照）
・営業所⇒地域⇒営業所の循環路線とする
・運行時間（＊下表参照）
・運賃（＊会津乗合自動車㈱坂下営業所に問い合
わせください）

【問い合わせ先】政策企画班　　TEL 84-1504
　会津乗合自動車㈱坂下営業所　TEL 83-0979

海老沢線 ★ ☆ ★ ★ ★

坂下営業所 　 12:30 14:30 16:30 18:15
新町 　 12:30 14:30 16:30 18:15
諏訪町 　 12:31 14:31 16:31 18:16
仲町 　 12:32 14:32 16:32 18:17
坂下橋本 　 12:33 14:33 16:33 18:18
喜多方街道入口 　 12:34 14:34 16:34 18:19
古坂下 　 12:34 14:34 16:34 18:19
坂下一中前 　 12:35 14:35 16:35 18:20
鶴沼球場前 　 12:36 14:36 16:36 18:21
金上小学校前 　 12:38 14:38 16:38 18:23
海老沢 7:30 12:39 14:39 16:39 18:24
細工名 7:30 12:40 14:40 16:40 18:25
束原 7:31 12:41 14:41 16:41 18:26
上開津 7:33 12:43 14:43 16:43 18:28
中開津 7:34 12:44 14:44 16:44 18:29
新開津 7:35 12:45 14:45 16:45 18:30
福原 7:37 12:47 14:47 16:47 18:32
金上小学校前 7:38 12:48 14:48 16:48 18:33
鶴沼球場前 7:39 12:49 14:49 16:49 18:34
坂下一中前 7:42 12:52 14:52 16:52 18:37
古坂下 7:43 12:53 14:53 16:53 18:38
喜多方街道入口 7:44 12:54 14:54 16:54 18:39
坂下橋本 7:46 12:56 14:56 16:56 18:41
仲町官庁前 7:48 12:58 14:58 16:58 18:43
赤城タクシー前 7:49 12:59 14:59 16:59 18:44
諏訪町 7:50 13:00 15:00 17:00 18:45
新町 7:51 13:01 15:01 17:01 18:46
坂下営業所 7:55 13:05 15:05 17:05 18:50

御池田線 ★ ☆ ★ ★ ★

坂下営業所 　 12:30 14:30 16:40 18:15
坂下警察署 　 12:32 14:32 16:42 18:17
坂下古町 　 12:33 14:33 16:43 18:18
老人福祉センター 　 12:34 14:34 16:44 18:19
政所 　 12:35 14:35 16:45 18:20
御池田別 　 12:35 14:35 16:45 18:20
御池田公園前 7:25 12:37 14:37 16:47 18:22
御池田 7:25 12:37 14:37 16:47 18:22
太田分 7:26 12:38 14:38 16:48 18:23
下政所 7:29 12:41 14:41 16:51 18:26
三谷谷地 7:31 12:43 14:43 16:53 18:28
沼越 7:32 12:44 14:44 16:54 18:29
立川 7:33 12:45 14:45 16:55 18:30
京出 7:34 12:46 14:46 16:56 18:31
大添 7:34 12:46 14:46 16:56 18:31
中目十日町 7:35 12:47 14:47 16:57 18:32
履形 7:36 12:48 14:48 16:58 18:33
金上谷地 7:38 12:50 14:50 17:00 18:35
金上倉庫前 7:39 12:51 14:51 17:01 18:36
西金上入口 7:40 12:52 14:52 17:02 18:37
坂下一中前 7:43 12:53 14:53 17:03 18:38
古坂下 7:44 12:54 14:54 17:04 18:39
喜多方街道入口 7:45 12:55 14:55 17:05 18:40
坂下橋本 7:47 12:57 14:57 17:07 18:42
仲町官庁前 7:49 12:59 14:59 17:09 18:44
赤城タクシー前 7:50 13:00 15:00 17:10 18:45
諏訪町 7:51 13:01 15:01 17:11 18:46
新町 7:52 13:02 15:02 17:12 18:47
坂下営業所 7:55 13:05 15:05 17:15 18:50

★土日祝日運休
☆土日祝日運休、且つ、学校時間の都合により臨時バスを運行した日は運休になります。

線」「御池田線」の運行内容が変わりました



　営業所－御池田－下政所－三谷谷地－立川－中目十日町－営業所の右回りの循環方式で運行します。
　御池田公園前、下政所、三谷谷地、中目十日町の４つのバス停を新設しました。
　沼越～立川間など、道幅が狭い区間がございますので、特に冬期間の運行の際には譲り合いのご協力をお願い
いたします。

　営業所－海老沢－上開津－福原－営業所の右回りの
循環方式で運行します。
　新開津のバス停を、今までより北側の横断歩道のあ
る箇所に移設しました。
　束原～上開津間の道幅が狭いため、特に冬期間の運
行の際には譲り合いのご協力をお願いいたします。

バスの運行経路

既存のバス停

新設・移設バス停

バスの進行方向

海老沢線

御池田線

5

平成25年1月8日より、路線バス「海老沢線」
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平成25年　町県民税・所得税申告相談が始まります
～申告期限は3月15日（金）です～

申告に必要な書類の準備はもうお済みですか？
　申告の相談が 2月14日から各地区公民館等で始まります。この申告は、昨年 1年間の収入を申告していただ
くもので、所得税額を確定させることはもちろんですが、町県民税や国民健康保険税などの課税の基礎となる
大切なものです。忘れずに申告をしてください。
申告時に必要なもの
●通帳用印鑑及び通帳（口座番号のメモでも結構です）。
●所得金額を証明する書類（源泉徴収票（コピー不可）、支払調書、収支計算書等）。
　※農業・事業収支は帳簿等にまとめておいてください。領収書等の持参だけでは受付できません。
●公的年金保険料の領収書又は支払額が確認できるもの。
●医療費等控除用の領収書（医療費控除をする方のみ。確認後お返しします。）。
●介護保険の要介護認定（要介護 1～ 5）を受けている方で「障がい者控除対象者認定書」の交付を受けた方
は認定書（障がい者控除の対象になります）。詳しくは、役場保険年金班（⑤番窓口）TEL 84-1513まで

●その他申告内容に応じて必要な書類（各種保険料控除用の支払証明書等）。

▼問い合わせ先　税務管理班（ 1階右側⑥窓口）TEL 84-1502　会津若松税務署　TEL 27-4311

Ｑ：平成24年1月1日から12月31日までに収入がありましたか？

収入あり

公的年金のみ

給与所得のみ

申告は
不要です

申告が
必要です

申告は
不要です

申告が
必要です

申告は
不要です

申告が
必要です

65歳以上で年金収入が148万円未満
65歳未満で年金収入が98万円未満

65歳以上で年金収入が148万円以上
65歳未満で年金収入が98万円以上

年末調整が済んでいない
控除の追加や訂正をしたい

勤務先から給与支払報告書が提出されて
いない

勤務先から給与支払報告書が提出されて
いる（年末調整が済んでいる）

所得の種類が公的年金でも給与でもない
（例：個人年金、不動産、農業、営業、シルバー配当金等）

複数の所得がある
（例：年金と給与、給与と不動産、公的年金と個人年金等）
※２カ所以上から給与を受けている人も含みます。

遺族年金・障害年金・失業給付のみ

※平成24年12月31日の年齢でご確認ください。

収入なし

申告が必要な人　～チェックしてみましょう～

★ご注意ください★
　・所得証明書等の発行や、保育料・児童扶養手当・国民健康保険税等の算定のため申告が必要になる場
　　合があります。
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☆役場での受付はしておりませんので申告会場へお越しください。
☆申告会場は混雑するため、特定の日に集中しないよう地区を指定しています。指定地区以外の方も受付けま
すが、できるだけ指定日に申告されるようお願いします。

☆中央公民館では「指定地区」「地区以外」に分けて受付していますが、混雑時は「指定地区」優先となりま
すので、あらかじめご了承ください。なお、 3月 9日（土）、10日（日）、15日（金）午後は地区の指定はあ
りません。

e-Tax（電子申告）の講習会を開きます
　 3月 5日～ 3月15日の11日間、中央公民館でe-Ｔaxの講習会を開いています。
上記の受付時間中であれば、いつでも講習を受けられますのでお気軽にご利用

ください。講習を受けながら申告書の作成・送付までできるため大変便利です。

☆必要な物：住民基本台帳カード（有効な公的個人認証が格納されているもの）
　＊カードの取得は、申請から 1～ 2週間かかるのでお早めにお手続きください。
　＊カードの詳細については、戸籍環境班（84-1500）にお問い合わせください。

平成25年  申告相談日程表 【受付時間】午前の部　午前8時30分～11時30分まで
　　　　　午後の部　午後1時～4時まで

月 日 曜日 申告相談会場 午前の部 午後の部

２　
　
　

月

14 木 八幡公民館 塔寺 塔寺
15 金 八幡公民館 気多宮・大沢・平井 塔寺二区・朝立・和泉
16 土 休日
17 日 休日
18 月 高寺公民館 片門・洲走 窪倉・舟渡
19 火 高寺公民館 窪・赤城新田・杉山 天屋・本名
20 水 川西公民館 見明・津尻 宇内
21 木 川西公民館 長井 大上・袋原
22 金 広瀬公民館 立川・御池田・西青津 青木
23 土 休日
24 日 休日
25 月 広瀬公民館 青津・三谷・下政所 沼越・五香
26 火 若宮公民館 牛沢 牛沢・蛭川
27 水 若宮公民館 勝方・大村 矢ノ目・上金沢
28 木 若宮公民館 樋渡・大江・沖・水島 金沢・上新田・中新田

３　
　
　

月

1 金 金上公民館 福原・上開津・中開津 金上・樋口分・太田谷地・新開津
2 土 休日
3 日 休日
4 月 金上公民館 村田・村田新田・履形 海老沢・細工名・束原・新村
5 火 中央公民館 緑町・杉・船窪 中政所・和泉川原
6 水 中央公民館 諏訪町 中村・原・羽林
7 木 中央公民館 上町・小原 新舘・八日沢
8 金 中央公民館 古坂下 古坂下
9 土 中央公民館 地区指定なし 地区指定なし
10 日 中央公民館 地区指定なし 地区指定なし
11 月 中央公民館 桜木町 新栄町
12 火 中央公民館 新富町 茶屋町
13 水 中央公民館 新町 新町
14 木 中央公民館 本町・鉄砲町 柳町
15 金 中央公民館 橋本・仲町 地区指定なし

今回初めて電子
申告をする方は、
最高3000円の
税額控除が
受けられます。



町の放射能対策
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広報等でお知らせしましたとおり、町は本年10月5日付け除染実施計画《第1版》を策定しました。
今後はこの計画に沿って除染を実施していきます。
今回は、現在までの放射線量の測定結果などから、一般的に線量が高いと思われる場所をお知らせし

ます。普段の生活にお役立てください。

○放射能、放射線って何が違うの？

○放射性物質があるところは、こんなところです。

　左の図は、「放射能」「放射線」「放射性
物質」という 3つの言葉について、ホタ
ルに例えて説明したものです。
　ホタルから出る光が「放射線」、ホタ
ルが光を出す能力を「放射能」、ホタル
そのものが「放射性物質」という例えに
なります。
　つまり、「放射能」とは「放射線」を
出す力です。そして、「放射能」を持っ
たものを「放射性物質」といいます。
　また、放射能の強さを表す単位として
「Bq（ベクレル）」、放射線によって人体
にどれだけ影響があるのかを表す単位と
して「Sv（シーベルト）」が使用されて
います。

　会津坂下町は、比較的放射線量が低い地域と
なっています。しかし、右の図のような場所で
は、局所的に放射線量が高くなっている部分
（ホットスポット）があるようです。
　このような場所には出来るだけ近づかない、
長時間滞在しないようにしましょう。

光

放
射
線

ホタル

放射性物質

ホタルが光を出す能力

光の強さを表わす単位
〔カンデラ（cd）〕

明るさを表わす単位〔ルクス（Ix）〕

放射線によってどれだけ影響あるのかを
表わす単位〔シーベルト（Sｖ）〕

※放射能を持つ物質（放射性物質）
　のことを指して用いられる場合も
　あります

放射線を出す能力（放射能）

放射能の強さを
表わす単位〔ベクレル（Bq）〕

出典：資源エネルギー庁「原子力2009」
出所：「原子力・エネルギー」図面集2010より作成

○除染の進捗状況は？
　仮置場の設計が完了し、設置工事の発注にむけて準備中です。
　また、教育施設については、発注が完了し、作業に入っている施設もあります。
　冬期間は積雪により、除染作業にも影響が出ることが予想されますが、できるだけ迅速に除染作業が
進むようにしていきますので、ご理解とご協力をお願いいたします。

【問い合わせ先　放射能対策室　TEL 84-1527】
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子
育
て
支
援

高
齢
者
支
援

放課後児童クラブ指導員募集 幼稚園送迎バス添乗員募集
わんぱくクラブは、下校後保護者のいない家庭

の児童に適切な遊び及び生活の場を与えることを
目的として活動しています。平成25年 4月からは、
小学校統合によりクラブが 2カ所になることか
ら、児童健全育成に熱意のある方を募集します。
▼活動場所　坂下南小学校内及び坂下東小学校内
▼活動時間　
○平日　下校後～午後 7時　
○土曜・長期休業日（シフト制による）
　午前 7時～午後 7時
▼活動内容　活動カリキュラムの作成・各種活動

支援
▼応募資格（次のいずれかを備える方）
①保育士又は教諭の資格を有する者
②児童健全育成に熱意を有する者
▼提出書類　①履歴書　②資格・免許の写し
▼申込期限　 1月25日（金）平日のみ

午前 8時30分～午後 5時15分

　平成25年 4 月からの幼稚園送迎バス添乗員
を募集しています。希望する方は申込みくだ
さい。
▼職種及び募集予定人員
○幼稚園送迎バス添乗業務　15名程度
▼応募資格　概ね65歳までの男女
※その他、詳しくはＮＰＯ法人こころの森ま
でご連絡ください。

▼雇用条件
○雇用期間　原則として 1年間雇用
○勤務時間　午前 7時30分～ 2時間程度

午後 2時～ 1時間程度
▼提出書類　①履歴書　②資格・免許の写し
▼申込期限　 2月15日（金）平日のみ

午前 8時30分～午後 5時15分

▼申し込み・問い合わせ先　ＮＰＯ法人こころの森　TEL 83-0708

●ファミリー・サポート・センター●ファミリー・サポート・センター
●ホームスタート（家庭訪問型子育て支援）●ホームスタート（家庭訪問型子育て支援）

●介護サポート●介護サポート

ここころの森
地域

の中で助け合い
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会津戦争の歴史⑶
今回は年始ということもあり、いったん戦争の話から離れて中野竹子が生まれた江戸の会津藩邸について

お話します。
会津藩は、江戸に将軍家から拝領した上屋敷、中屋敷、下屋敷と藩が購入したお抱屋敷を所有していまし

た。
上屋敷は江戸城から最も近い屋敷を指し、現在の皇居前広場にありました。ここは、殿様の居住する施設

以外に、藩の政務をつかさどる役所の機能も備え、その面積は九千坪ほどありました。中野竹子の父平内は
江戸常勤の納戸掛を勤めており、竹子は1847年（弘化四年） 3 月ここで生まれたといわれています。なぜ、
殿様の居住する上屋敷で竹子が生まれたのでしょうか。それは、赤穂浪士の討ち入りでもわかるように、上
屋敷を取り巻く長屋門や塀などに家臣の居住する長屋が設けられていたからです。
中屋敷は、現在の港区汐留にあるホテルヴィラフォンテーヌ汐留の場所です。中屋敷は上屋敷が火事など

のときの控え屋敷で、嫡子や隠居の住んだ屋敷です。ここは海の見
える景勝地であったため、1639年（寛永十六年）に保科正之が望ん
で拝領しました。ここの面積は約三万坪で、藩主に従い国元から参
勤交代で江戸にのぼった家臣も居住しましたが、戊辰戦争で敗れた
後、新政府に接収されて汽笛一声で有名な新橋停車場となりました。
下屋敷は、現在の港区三田二丁目の慶応義塾中等部・女子高の場

所です。ここは別荘のようなもので、罹災時の避難場所という側面
を持ち、その面積は約三十三万坪もありました。初代の保科正之は、
1658年（万延元年）将軍から直々に拝領を許され、隠居した晩年は
この場所ですごしました。

【問い合わせ先　文化振興班　TEL 83-2234】

江戸地図

《「中野竹子女史に関する研修会」 を開催しました！》

大河ドラマ「八重の桜」の放送が始まりました。町では劇中に登場する「中野竹子女史」
を中心として観光誘客に取り組んでいます。

さる12月21日には、中野竹子の墓がある法界寺を会場
に、同住職の井上文雄氏を講師として「中野竹子女史に
関する研修会」を開催いたしました。
研修会には、観光ボランティアガイドや商工会女性部の皆さん、ま
た町内外の観光関係者が参加し、中野竹子女史の生き方やその時代背
景等について理解を深めることがで
きました。

また、12月16日に開催された東北ツーリズム大学会津坂下キャンパ
スの街中歩きツアーでも、県内外からの参加者が法界寺を訪れ「中野
竹子の墓」を参拝するなど、個人で来訪するお客様も増えています。
今後も、来訪されるお客様に「おもてなしの心」を持って、町全体で
お迎えしたいと考えております。町民の皆さまにもご理解をいただ
き、ぜひＰＲをお願いいたします。

【問い合わせ先　商工観光班　TEL 83-5711】
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々
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
た

の
だ
ろ
う
。

戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）、

六
・
三
制
の
義
務
教
育
が
始
ま
る
と
、
宗
教

色
の
あ
る
教
育
は
一
掃
さ
れ
る
。
し
か
し
、

報
徳
の
教
え
は
、
同
地
区
民
の
意
識
に
通
低

音
と
な
っ
て
響
い
て
い
た
。
新
制
中
学
校
の

建
設
が
浮
上
し
た
時
、
全
て
の
備
品
は
同
地

区
か
ら
の
特
殊
寄
付
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
た
。

相
互
扶
助
と
一
円
融
合
の
教
え
が
同
地
区
に

は
生
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
同
年
か
ら
昭
和

二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
の
生
徒
数
は
、
順

に
二
八
四
人
、
三
一
七
人
、
三
二
四
人
で
あ

っ
た
。
当
時
の
大
変
さ
が
偲
ば
れ
る
。
生
徒

達
も
協
働
の
精
神
を
発
揮
し
、
校
舎
建
設
の

た
め
に
立
川
の
河
川
敷
か
ら
石
や
砂
利
を
運

ん
だ
。
新
時
代
を
迎
え
る
躍
動
感
‐
う
れ
し

わ
れ
ら
が
広
瀬
校
（
本
小
学
校
々
歌
よ
り
）

‐
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
再
び
小
学
校
は
教
育

だ
け
で
な
く
、
地
域
の
文
化
も
支
え
て
い
く
。

兵
器
に
代
わ
っ

て
、
今
は
少
年
金
次

郎
像
が
校
門
入
口
に

立
つ
。
薪
を
背
負
い

な
が
ら
本
を
読
む
姿

は
、
未
来
を
切
り
開

く
強
い
意
志
を
秘
め

て
い
る
か
の
よ
う
で

あ
る
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

町
史
編
さ
ん
室　

☎
83
‐
2
2
3
4
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昭和 8年広瀬尋常高等小学校児童

『広瀬月報第四号』
（二瓶芳夫家文書）報徳訓掛軸

昭和30年頃の広瀬中学校

現広瀬小学校



食育だより
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ばんげの味が育てる
おいしい楽しい健やかライフ

その37

～坂下幼稚園の餅つき会～
坂下幼稚園では、11月27日（火）に、食育サポーターさんと保護者会役員の皆様にご協

力いただき、昔ながらの臼と杵を使った餅つきを体験しました。初めて見る昔ながらの宝
物に目をキラキラさせる子ども達。

はじめに、食育サポーターさんから餅つきの由来についてお話を聞きま
した。『お餅は、家族みんなが幸せで、願いがかなえられるようにと、お
めでたい時に食べられました。お餅を食べることによって、神様の力を体
に迎え、元気な体つくりを願いました。そして、子孫繁栄を願い素直な子
ども達が沢山産まれるように願ってお餅をついていました。』子ども達は真剣に聞いていまし

た。また、『“汁餅” には、大根・人参・ごぼう・鶏肉・油揚げなど具沢山なので沢山食べてくださいね』との
言葉掛けには「はーい」と大きな返事で答えていました。

☆★☆★11月19日（食イクの日）おすすめレシピ☆★☆★

＜材料（4人分）＞
りんご・・・・・・1個
レーズン・・・・・30g
さとう・・・・・・大さじ1
春巻きの皮・・・・4枚
Ａ　小麦粉・・・・大さじ1
水・・・・・・・・大さじ1
ぬる用バター・・・大さじ1
（ミントの葉・・・・少々）

＜作り方＞
①りんごは８等分に切り、さらに薄切りにする（イチョウ切りのように）。
りんごと一緒にレーズン・さとうを混ぜて弱火でしんなりするまで煮る。
②春巻きの皮に、混ぜておいたAを全体にぬり、①の具をのせ、くるくる
巻いてとじる。
③とかしたバターを表面にぬって、オーブンできつね色になるまで焼く。
２つに切って、お好みでミントの葉をそえて出来上がり♪
※ポイント　巻き終わったら両端をしっかりくっつけてね

きな粉餅も人気ありましたが、野菜と愛情たっぷりの汁餅は、お鍋を傾けて最後の 1滴も残さずにおかわり
しました。つきたてのお餅は柔らかくて甘くてとても美味しく、子ども達は「美味しかった」と大満足の笑顔
でした。お家に帰って興奮してお話を聞かせてくれたと嬉しいお知らせも届きました。食育サポーターさん・
保護者会の皆様ありがとうございました。



図書室だより

中央公民館図書室　TEL 83-3010（定休日 : 第２火曜日）

一般
向け

十二単衣を着た悪魔
：源氏物語異聞

児童
向け

羽生善治のやさしいこども将棋入門
：勝つコツがわかる5つのテクニック

内館牧子／著

幻冬舎

羽生善治／監修
小田切秀人／執筆
　

池田書店

現代から「源氏物語」の世界にトリップして
しまったフリーターの二流男が、光源氏を目の
敵にする皇妃・弘徽殿女御と組み暗躍をはじめ
るが…。著者の偏愛の全てを込め、女性の本質
を描き切ったもうひとつの『源氏物語』。

将棋のルーツから遊び方までわかりやすく説
明しています。お子さんにはもちろん、お父さ
んお母さんにもおすすめで、ご家族みんなで将
棋を楽しめます。（他にも、序盤の指し方入門、
終盤の勝ち方入門、の図書もあります）

～１月22日の10か月児健診時は～１月22日の10か月児健診時は
「ブックスタート」実施日です～「ブックスタート」実施日です～

会津坂下町では、10か月児健診を受診する赤ちゃんを対象に、
ブックスタート事業として、絵本のプレゼントをしています。

新しい年が始りました。
『正』の字には、改めなおす、きちんとするという意味があります。
そして「正月」は “魂が若返り、新しくなる月” です。みなさんもぜひ、心新たに一年の目標を決

めてみてはいかかですか？

新装版『名探偵ホームズシリーズ』（講談社青い鳥文庫）
アーサー・コナン・ドイル／作　　講談社

新装版全16巻を、県立図書館から寄贈して頂きました。
ホームズが相棒のワトソン医師と数々の難事件を解決し
ていく、傑作シリーズです。
こちらの本もおすすめです。（児童向け）
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文化財防火デーは、昭和24年 1 月26日奈良県にある
法隆寺金堂が火災になり、国宝十二面壁画の大半を焼

失したことがきっ
かけで、昭和30年
1 月26日に定めら
れました。わが町
にも重要な文化財
がたくさんあり、
それらのほとんど
が木造のため、い

ったん火がつくと全て焼失してしまうので、絶対に守
らなければなりません。
今年は、町内の法界寺を会場に火災防御訓練（消化
訓練や初期消火訓練）を実施しますので、地域住民の
方々の訓練への参加・参観をお願いいたします。訓練
時間帯は付近の通行規制が行われますのでご理解とご
協力をお願いいたします。
▼日時　 1月20日（日）午前10時～
▼場所　法界寺（緑町）
▼問い合わせ先　情報防災班　TEL 84-1533　

TOWN TOPICS

まちの話題

会津坂下町の功労者への表彰式が12月13日、中央
公民館大研修室で行われました。表彰に先立ち町長
から公共の福祉の向上、本町自治の振興のため、多
大の貢献に深く敬意と感謝を申し上げました。
受賞された方は、特別功労表彰 3名、功労表彰 8
名、善行表彰 1名、合計で12名の皆さんです。受賞
者を代表して成田庄一さんが、「受賞できましたの
も、町民の方々に支えられての事と、この場を借り
まして感謝を申し上げます。」と謝辞を述べられま
した。

（順不同）・（敬称略）
特　別　功　労　表　彰

町議会議員　成田　庄一（金上）　齋藤　文英（水島）
　　　　　　小瀧　力松（新町）

功　労　表　彰
消　防　団　小池　光明（青津）　赤城　治仁（片門）

笠原　則人（古坂下）瀧口　吉則（新町）
納税組合長　目黒　玉子（村田）
町議会議員　二瓶　恭子（立川）
統計調査員　佐藤　忠夫（上開津）
農業委員会委員　小熊　繁三郎（太田谷地）

善　行　表　彰
学校用地寄付　廣木　和夫（上町）

平成24年ふるさと納税ご寄附者の紹介

歴史を守ろう！文化財防火デー火災防御訓練

平成24年度会津坂下町表彰式
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　今年も東日本大震災からの復興や、会津坂下町応援等
のため、町内外の方から多くのご寄附をいただきました。
　今回は平成24年中にご寄附いただき掲載の同意をいた
だいた方をご紹介します。
○新 潟 県　三沢　芳夫様　○神奈川県　髙久銀二郎様
○神奈川県　二瓶　　武様　○東 京 都　井上　松吉様
○東 京 都　大野　恭子様　○京 都 府　桑原　裕祐様
○神奈川県　綱島　恒松様　○埼 玉 県　金子　和孝様
○東 京 都　江川　和宏様　○神奈川県　田邊　三郎様
○会津坂下町　渡部　雄俊様　他
　大変ありがとうございました。この寄附金は平成25年
度の町の事業に使わせていただきます。

事業名 件数 金額（円）
「一人ひとりの個性と創造力を伸ば
す、人を育むまち」事業 6 233,000

「みんなが元気で安心して暮らせる
まち」事業 2 200,000

「田舎らしさを大切にし、自然が輝
き笑顔あふれるまち」事業 7 610,000

その他町長が必要と認める事業 10 810,123
合　　　　計 25 1,853,123

　

▼寄附の方法
　銀行振込み、郵便振込み、現金書留、持参
▼税の優遇措置
寄附金のうち 2千円を超える額が、一定限度額まで所
得税・住民税から軽減されます。

※町外の友人、知人からのお問い合わせがありましたら
ご紹介ください。

▼問い合わせ先　行政経営班　TEL 84-1532　



まちの話題
TOWN TOPICS

ご寄付に感謝します
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左右の瑞穂は、成長過程にある
中学生を、実る籾は前進する15年
間の足跡を表し、葉の数は、一中
の校章の桐の葉や二中の校章の松
葉とも一致させ、それぞれ、連綿
と続く時間軸の“過去・現在・未
来”、 宇宙間の万物の “天・地・
人” 、三徳の“智・仁・勇”を表
し、伝統の上に立ち発展する願い、
万物に通じた人間に成長する願い、
徳を備えた人格を備える願いを込
めています。
中央下の俵は、中の籾を中学生
活で得た知識、知恵、経験、友人
などになぞらえ、これらを財産に
豊かな人生を歩む実り多き時期と
する願いを込め、これを、福俵を
正面から見た形と、町が 7つの地
区から成っていることを融合させ、
光輝く 7つの頂点を持つ星型で表
しています。
中央の校名の略称「坂中」の文
字は“中”を上に向かって広がり
を持たせ、末広がりを表すほか、
天空に向かって手を広げる様や天
高く鳥が羽ばたく様をも表してい
ます。
この校章は、町出身のイラスト
レーターやないふみえさんが町内
の小・中学生等から寄せられた図
案を参考に考案し、決定されたも
のです。

傘木政男さん、サッカーで
全国大会準優勝 坂下中学校「校章」決まる！

　11月29日、傘木政男さん（古坂
下）が、第25回全国健康福祉祭ね
んりんピック宮城・仙台大会（全
国大会）サッカー競技に福島県代
表選手として出場し、準優勝の報
告に町役場を訪れた。
傘木さんは、「来年は、ぜひ優

勝したい」と抱負を語った。

エンジョイゴルフIN会津 様
「現金5万円」

子供のスポーツ振興のため

陽だまりの会 様
「現金2万5千円」

町の文化活動の一助として

幸せカップル18組目！
町の結婚相談員制度を利用して
出会い、めでたくご結婚されたお
二人から、幸せいっぱいのコメン
トを頂きましたので紹介します。
●お二人より

古川利意さん
地域文化功労者表彰を受賞

埋蔵文化財発掘調査や町史編纂
事業及び近隣市町村の文化財保護
に貢献された、古川利意さんが11
月15日文部科学省において地域文
化功労者表彰を受けた。



お information
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町
で
は
、
平
成
25
年
4
月
か
ら
の

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
す

る
方
は
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
職
種
及
び
募
集
予
定
人
員

○
幼
稚
園
臨
時
教
諭
「
7
名
」

○
保
育
所
臨
時
保
育
士
「
8
名
」

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
「
4
名
」

※
特
別
支
援
教
育
支
援
員
と
は
、
学

校
生
活
に
お
い
て
特
別
な
支
援
が

必
要
な
児
童
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
た
だ
く
方
で
す
。

▼
応
募
資
格

昭
和
37
年
4
月
1
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
資

格
・
免
許
を
有
す
る
方
、
又
は
取
得

見
込
み
の
方

○
幼
稚
園
臨
時
教
諭

　
「
幼
稚
園
教
諭
免
許
」

○
保
育
所
臨
時
保
育
士

　
「
保
育
士
資
格
」

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員

　
「
教
員
免
許
」

▼
雇
用
期
間

原
則
と
し
て
1
年
12
ヶ
月
雇
用

※
た
だ
し
、
保
育
所
臨
時
保
育
士
1

名
は
、
4
月
〜
10
月
ま
で
の
7
カ

月
雇
用
と
な
り
ま
す
。

▼
報
酬
（
賃
金
）
1
日
当
た
り

○
幼
稚
園
臨
時
教
諭

　

7
2
0
0
円
又
は
7
8
0
0
円

○
保
育
所
臨
時
保
育
士

　

7
2
0
0
円
又
は
7
8
0
0
円

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員

　

7
8
0
0
円
又
は
8
4
1
0
円

※
経
験
年
数
（
3
年
未
満
・
以
上
）

に
よ
り
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
通

勤
距
離
に
よ
り
通
勤
手
当
を
支
給

し
ま
す
。

▼
勤
務
を
要
し
な
い
日

土
・
日
曜
日
及
び
交
代
制
に
よ
る

所
属
長
が
指
定
す
る
日
・
休
日
（
祝

日
法
に
定
め
る
休
日
並
び
に
1
月
2

日
及
び
3
日
並
び
に
12
月
29
日
〜
31

日
ま
で
の
日
）

※
た
だ
し
、
保
育
所
臨
時
保
育
士
に

つ
い
て
は
、
時
差
出
勤
に
よ
り
勤

務
す
る
こ
と
に
な
り
、
土
曜
日
も

月
2
日
程
度
勤
務
を
要
し
ま
す
。

▼
勤
務
時
間

条
例
定
数
内
職
員
の
例
に
よ
る
。

▼
有
給
休
暇　

雇
用
3
か
月
目
よ
り

年
間
10
日
間

▼
保
険
な
ど

社
会
保
険
及
び
雇
用
保
険
に
加
入
。

そ
の
他
詳
細
は
、
会
津
坂
下
町
嘱
託

員
の
任
用
等
に
関
す
る
規
則
ま
た
は

会
津
坂
下
町
賃
金
支
弁
職
員
雇
用
等

管
理
規
程
に
基
づ
く
。

▼
提
出
書
類

①
履
歴
書

②
資
格
・
免
許
の
写
し
、
又
は
取
得

見
込
み
を
証
明
す
る
書
類

▼
提
出
場
所

○
幼
稚
園
臨
時
教
諭
、
保
育
所
保
育

士
…
総
務
部
行
政
管
理
班
（
役
場

2
階
）

○
特
別
支
援
教
育
支
援
員
…
教
育
部

教
育
総
務
班
（
町
民
体
育
館
）

※
書
類
提
出
後
に
面
接
を
実
施
し
ま

す
。
面
接
日
は
改
め
て
連
絡
し
ま

す
。

▼
申
込
期
限　

2
月
8
日
（
金
）
ま

で
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

　

行
政
管
理
班
☎
84
‐
1
5
0
3

　

教
育
総
務
班
☎
83
‐
2
2
3
4

子
供
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
少
し
の

時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。「
放
課

後
子
ど
も
教
室
」
の
活
動
指
導
員
・

活
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を

募
集
し
ま
す
。

平
成
25
年
5
月
よ
り
坂
下
南
小
学

校
・
坂
下
東
小
学
校
に
お
い
て
放
課

後
子
ど
も
教
室
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
と
は
、

子
供
の
安
全
・
安
心
な
活
動
拠
点

（
居
場
所
）
を
設
け
、
地
域
の
方
々

の
参
画
を
得
て
、
様
々
な
体
験
活
動

や
交
流
活
動
等
を
推
進
し
て
い
く
事

業
で
す
。

▼
活
動
場
所　

坂
下
南
小
学
校

坂
下
東
小
学
校

▼
活
動
時
間

小
学
校
の
放
課
後
〜
午
後
5
時
頃

ま
で

▼
活
動
支
援
内
容

各
ク
ラ
ブ
実
行
委
員
会
で
決
定
す

る
各
種
活
動
の
指
導
等
を
行
う
。

役
場
臨
時
職
員
募
集

放
課
後
子
ど
も
教
室
活
動
指

導
員
募
集

▼日時　 1月21日（月）午後 6時30分～
▼場所　中央公民館　大研修室
▼料金　大人：500円　小人：無料
【鈴木さおり】
東京芸大卒業後、劇団四季やオぺラ多数出演。
また、慰問や被災地でのチャリティーコンサー
トやボランティア活動も精力的に展開中。

▼問い合わせ先　中央公民館　TEL 83-3010

本物の芸術を味わいましょう！
「鈴木さおりリサイタル」

○
活
動
指
導
員
…
各
ク
ラ
ブ
が
指
定

す
る
日
に
子
供
た
ち
の
活
動
指
導

並
び
に
支
援
を
行
う
。

○
活
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
…
各
ク

ラ
ブ
の
要
請
に
応
じ
、
子
供
た
ち

が
活
動
す
る
場
の
安
全
管
理
並
び

に
活
動
指
導
を
行
う
。

▼
報
酬

会
津
坂
下
町
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ

ン
運
営
委
員
会
が
定
め
る
金
額
。

※
た
だ
し
、
活
動
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
無
償
と
し
ま
す
。

▼
申
込
期
日　

1
月
末
日
ま
で

▼
申
込
方
法

中
央
公
民
館
・
各
地
区
公
民
館
に

申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
班
☎
83
‐
3
0
1
0



17

▼
持
ち
物

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
米
0.5
合
、

ご
家
庭
の
味
噌
汁
（
1
杯
分
程
度
）、

筆
記
用
具

▼
申
込
期
限　

1
月
24
日
（
木
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
1
0
0
0

▼
実
施
日　

1
月
29
日
（
火
）

▼
場
所
・
時
間

　

会
津
坂
下
町
役
場
前

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

※
当
日
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
協

力
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象

①
16
〜
69
歳
の
方
（
65
歳
以
上
の
方

は
60
〜
64
歳
ま
で
に
献
血
経
験
の

あ
る
方
）

②
体
重　

男
性
45
㎏

　
　
　
　

女
性
40
㎏
以
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

く
、
現
在
健
康
な
方

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　

☎
83
‐
1
0
0
0

　

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、「
県

民
健
康
管
理
調
査
基
本
調
査
」
問
診

票
に
関
す
る
出
前
書
き
方
説
明
会
と

相
談
会
を
ご
要
望
に
応
じ
て
開
催
し

ま
す
。

▼
所
在
地

東
京
都
文
京
区
千
石
1
‐
4
‐
16

（
Ｊ
Ｒ
巣
鴨
駅
下
車
徒
歩
15
分
）

▼
室
内
設
備

洋
式
個
室
（
机
、
椅
子
、
ベ
ッ
ド
、

押
入
、
エ
ア
コ
ン
）

▼
寮
内
設
備

食
堂
、
集
会
室
、
浴
室
、
洗
面
・

洗
濯
所

▼
募
集
人
員　

13
名
程
度

▼
必
要
経
費

○
入
寮
金
（
入
寮
時
の
み
）

　

7
0
0
0
0
円

○
寮
費
等
（
食
費
込
月
額
）

　

4
7
0
0
0
円

※
食
事
は
日
曜
・
祭
日
を
除
き
朝
夕

2
食

▼
応
募
資
格

①
保
護
者
が
現
在
会
津
に
居
住
す
る

か
会
津
出
身
で
あ
る
こ
と
。

②
東
京
都
又
は
そ
の
近
郊
の
大
学
入

学
者
（
原
則
4
年
制
）、
又
は
2

学
年
に
進
級
す
る
在
学
生
。
あ
る

い
は
こ
れ
に
準
ず
る
者
。

③
健
康
で
共
同
生
活
の
で
き
る
男
子

学
生
。

▼
提
出
方
法

募
集
関
係
書
類
は
会
津
坂
下
町
教

育
委
員
会
・
会
津
管
内
高
等
学
校
に

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
提
出
書
類
は
、

会
津
坂
下
町
で
は
、
脳
血
管
疾
患

や
心
疾
患
で
治
療
さ
れ
て
い
る
方
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
の
ひ
と

つ
に
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
高
血
圧
で

す
。こ

の
機
会
に
、
高
血
圧
に
つ
い
て

楽
し
く
学
び
、
健
康
な
身
体
を
つ
く

り
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

1
月
30
日
（
水
）

午
前
9
時
〜
午
後
2
時
（
5
時
間

程
度
）

▼
場
所　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

会
議
室
・
栄
養
指
導
室

▼
対
象
者

会
津
坂
下
町
民
40
歳
〜
70
歳
代
の

男
女
30
名

▼
内
容　

講
話
、
調
理
実
習
等

高
血
圧
予
防
教
室
開
催

平
成
25
年
度
会
津
学
生
寮
の

入
寮
生
募
集

会
津
若
松
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
期
限

　

2
月
12
日
（
火
）
必
着

▼
問
い
合
わ
せ
先

○
会
津
若
松
市
教
育
委
員
会
教
育
総

務
課
☎
39
‐
1
3
0
2

　

〒
9
6
5
‐
0
8
7
1

　

会
津
若
松
市
栄
町
5
‐
17

○
会
津
学
生
寮

　

☎
03
‐
3
9
4
7
‐
0
3
2
5

　

〒
1
1
2
‐
0
0
1
1

　

東
京
都
文
京
区
千
石
1
‐
4
‐
16

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

県
民
健
康
管
理
調
査
基
本
調
査

　

開
催
は
、
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除

く
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
の
間
で
、

1
回
当
た
り
10
名
〜
15
名
ま
で
対
応

が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

県
立
医
科
大
学
県
民
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

　

☎
0
2
4
‐
5
4
7
‐
1
7
8
6

申
告
す
る
本
人
ま
た
は
扶
養
親
族

が
、
平
成
24
年
12
月
31
日
現
在
、
介

護
保
険
の
要
介
護
1
〜
要
介
護
5

（
要
支
援
を
除
く
）
の
認
定
を
受
け

て
い
る
方
は
、『
障
害
者
控
除
』
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

控
除
を
受
け
る
に
は
、
確
定
申
告

（
町
県
民
税
申
告
）
を
す
る
際
に
、

町
が
発
行
す
る
「
障
害
者
控
除
対
象

者
認
定
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

保
険
年
金
班
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
持
参
品
等

○
介
護
保
険
被
保
険
者
証

○
印
鑑

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
年
金
班
（
⑤
番
窓
口
）

☎
84
‐
1
5
1
3

障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書

に
つ
い
て

採用種目 対象年齢 受付期間 試験・日程 試験会場 備考

予
備
自
衛
官
補

一
般

18歳以上34歳未満の
者（平成25年 7 月 1
日時点での年齢） 1月 9日

～ 4月 3日

学科試験
口述試験
適性試験
身体検査 4月12日～15日

※いづれか 1日
を指定します。

郡山駐屯地を予定
※変更になる場合
があります。技

能
18歳以上で国家免許
資格等を有する者　

小論文
口述試験
適性試験
身体検査

募集する免許資格等
については、お問い
合わせください。

▼問い合わせ先　自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所 ※すべて受験料は無料です。
（会津若松市門田町大字黒岩字大坪57-1）TEL 27-6724

平24年度　自衛官採用試験（４）



お information

【役場周辺】 【学校等における測定結果（12月 6 日）】
マイクロシーベルト／時
月　日 数値
12月 1 日 0.107
11月 1 日 0.111
10月 1 日 0.111
9 月 1 日 0.117
8 月 1 日 0.118
7 月 1 日 0.119

H23. 3月20日 0.75

校庭の空間線量率の目安1.0マイクロシーベルト／時
調査地点 数値 調査地点 数値
坂下小学校 0.156 坂下幼稚園 0.144
若宮小学校 0.190 若宮幼稚園 0.115
金上小学校 0.209 金上幼稚園 0.209
広瀬小学校 0.162 広瀬幼稚園 0.148
坂下中学校 0.153 ばんげ保育所 0.100

えくぼ遊育園 0.162
▼問い合わせ先　放射能対策室　TEL 84-1527
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自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現

在
で
運
輸
支
局
に
登
録
さ
れ
て
い
る

名
義
上
の
所
有
者
（
割
賦
購
入
の
場

合
は
使
用
者
）
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

例
年
、「
持
っ
て
い
な
い
車
の
納

税
通
知
書
が
き
た
」、「
納
税
通
知
書

が
来
な
い
」
等
の
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

納
税
通
知
書
が
間
違
い
な
く
届
く

よ
う
に
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
3
月

31
日
ま
で
に
運
輸
支
局
で
登
録
手
続

き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

①
住
所
が
変
わ
っ
た

②
自
動
車
を
人
に
譲
っ
た

③
廃
車
し
た　

な
ど

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

課
税
第
二
課
☎
29
‐
5
2
6
1

自
動
車
の
登
録（
移
転
・
変
更
・

ま
っ
消
）は
お
済
で
す
か
？

　

再
就
職
を
目
指
す
方
の
た
め
に
、

仕
事
探
し
に
役
立
つ
情
報
な
ど
を
お

伝
え
し
ま
す
。
受
講
料
は
無
料
で
す
。

▼
開
催
日
程　

1
月
26
日
（
土
）　

　

午
後
1
時
〜
3
時

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー

「
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

▼
場
所　

鶴
城
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
（
会
津
若
松
市
）

▼
対
象
者　
一
般
求
職
者
、
避
難
者
、

長
期
滞
留
者
、
若
年
者

▼
定
員　

10
名

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

ふ
く
し
ま
就
職
応
援
セ
ン
タ
ー
会

津
若
松
窓
口
（
会
津
若
松
商
工
会

議
所
内
）
☎
27
‐
8
2
5
8

※
事
前
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。
電

話
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
と
は
、
訪
問

販
売
や
電
話
で
強
引
な
勧
誘
を
受
け

て
思
わ
ず
契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、

一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
無
条
件
で
契

約
を
解
除
で
き
る
制
度
で
す
。

た
だ
し
、
乗
用
車
、
使
用
し
て
し

ま
っ
た
消
耗
品
な
ど
一
部
適
用
さ
れ

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。

▼
適
用
対
象

○
訪
問
販
売
（
8
日
間
以
内
）

　

店
舗
外
で
の
訪
問
販
売

○
電
話
勧
誘
販
売
（
8
日
間
以
内
）

　

電
話
勧
誘
に
よ
る
取
引

○
特
定
継
続
的
役
務
提
供
（
8
日
間

以
内
）

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
、
家
庭
教
師
、

学
習
塾
ど
の
継
続
的
契
約

○
連
鎖
販
売
取
引
（
20
日
間
以
内
）

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

　

い
わ
ゆ
る
マ
ル
チ
商
法

○
業
務
提
供
誘
引
販
売
取
引
（
20
日

間
以
内
）

　

内
職
商
法
、
モ
ニ
タ
ー
商
法

▼
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
の
仕
方

①
契
約
書
を
受
け
取
っ
た
日
を
含
め

て
、
定
め
ら
れ
た
期
間
内
（
上
記

の
期
間
）
に
、
ハ
ガ
キ
な
ど
の
書

面
を
使
用
し
、「
○
月
○
日
こ
の

よ
う
な
契
約
を
し
た
が
解
除
す
る
。

つ
い
て
は
既
払
い
の
返
金
、
商
品

の
引
き
取
り
を
求
め
る
。」
旨
を

記
載
し
、
内
容
証
明
郵
便
で
相
手

方
に
送
付
す
る
。

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況（平成24年11月末現在）

区　分 管内 会津坂下町 区　分 管内 会津坂下町
空き巣ねらい 1 1 自販機ねらい 2 1
忍 び 込 み 2 1 車上ねらい 3 3
事務所荒し 1 1 部品ねらい
出 店 荒 し 1 1 強制わいせつ 1
自 動 車 盗 街頭犯罪合計 29 23
オートバイ盗

全 刑 法 犯 126 88
自 転 車 盗 18 15

②
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、
裏
表
コ
ピ
ー

を
取
り
保
管
し
て
お
く
。

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
契
約
し
た
場
合
は
、

信
販
会
社
に
も
「
契
約
を
解
除
す

る
」
旨
を
通
知
し
て
お
く
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

会
津
坂
下
警
察
署

　

☎
83
‐
3
4
5
1
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事業名 日　時 開催場所
申込・問い合わせ先 備　考

すこやかキッズ

1 月17日（木）
午前10時～11時30分 健康管理センター

　TEL 83-1000　
※申込みはいりません

　 0～ 2歳の子供と保護者
　オムツ・ミルク・飲み物
　ふれあい遊び

1月31日（木）
午前10時～11時30分

　 2歳～幼稚園入園前の子供と保護者
　オムツ・飲み物
　親子 3Ｂ体操

第６回パソコン
教室募集

1 月28日（月）
～31日（木）

午後 6時30分
～ 8時30分

　中央公民館
　　視聴覚室
問　中央公民館
　　TEL 83-3010　

　インターネットを楽しもう！
　1,000円（テキスト代）
　 1月15日（火）～22日（火）
　町内在住の成人の方10名（申込み先着順）
※テキスト代を添えて中央公民館へ直接申込
みください。

ばんげ保育所に
遊びにおいでよ♪

1 月19日（土）
午前 9時30分

～11時30分

ばんげ保育所
　TEL 83-3202　

【寒さに負けない雪遊び】
飲み物は、各自持参してください。

バンビィ美術展
1 月12日（土）
～ 2月17日（日）

午前 9時～午後 4時

　五浪美術記念館
問　文化振興班
TEL 83-2234（平日）

　無料
　土曜日・日曜日・祝日
※町内の子供たちの作品展です

確定申告書
作成会場を開設

2 月 1 日（金）
～ 3月15日（金）

午前 9時～午後 4時
（平日のみ）

　会津ロイヤルプラ
　　ザ 2階
問　会津若松税務署
　　TEL 27-4311　

税務署では、所得税、個人事業者の消費税及
び贈与税の確定申告書の作成を行うための会
場を開設します。
　税務書庁舎内には、申告書作成会場は設
置しておりません。

東日本大震災等に
よる悩み相談

平日のみ
午前 9時～正午
午後 1時～ 5時

被災者相談ダイヤル
ふくここライン
TEL 024-531-6522

こんなこと、気になっていませんか？
・最近なんだか眠りが浅い…。
・夜中に目が覚めることも増えた気がする。
・以前と比べると、食欲が落ちたかも。など

行政書士会
による相談会

2 月 7 日（木）
午前 9時30分～正午

老人福祉センター
　TEL 83‒2837　

官公署に提出する書類等の提出方法などの相
談に応じます。

弁護士による
無料法律相談会

2 月 8 日（金）
午前10時～午後 3時

老人福祉センター
　TEL 83‒2837　

毎日の生活の中での心配ごと、悩みごとな
ど、お気軽にご相談ください。
前日まで申し込みください。

専門家による
事業再開等の相談

受付時間（平日のみ）
午前 8時30分

～午後 5時15分

福島県産業復興
相談センター

TEL 024-573-2561

福島県産業復興相談センターでは、中小企業
の皆さんの二重債務問題や事業の再開・再生
に向けた支援を行っています。相談無料で秘
密は厳守いたします。詳しくはお問い合わせ
ください。

注　

意

○申し込みは原則、土・日・祝日を除く
　午前８時30分～午後５時15分　
○費用・料金等の記載のないものは無料
○「申込」の記載があるものは事前に申し込みが必要

＝場所  問＝問い合わせ  ＝内容  ＝申込期日  ＝参加費  ＝観覧料  ＝対象者  ＝持参物  ＝開館日  ＝注意点

お information

□本　社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神461 ℡0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯4330-23 ℡0241-42-2890

㈱あいづダストセンター　
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談下さい
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国民健康保険では、申請をすることで以下のような給付も受けられます。

どんなとき？ 概　　要 申請に必要なもの

全額自己負担したとき
（療養費の支給）

次のような場合は、いったん全額自己負
担となりますが、その後申請し、審査で決
定すれば、自己負担分を除いた額が支給さ
れます。
①事故や急病などで、やむを得ず保険証を
持たずに治療を受けたとき
②医師が治療上必要と認めた、コルセット
などの補装具代がかかったとき
③骨折やねんざなどで国保を扱っていない
柔道整復師の施術を受けたとき
④医師が必要と認めた、手術などで輸血に
用いた生血代（第三者に限る）
⑤医師が必要と認めた、はり・灸・マッサ
ージなどの施術を受けたとき
⑥海外渡航中にお医者さんにかかったとき
（治療目的で渡航した場合は除く）

●領収書

※②、④、⑤の場合
●医師の同意書
　（もしくは意見書）

出産したとき（出産育
児一時金の支給）

被保険者が出産したときに、申請により
世帯主に支給されます。妊娠12週（84日）
以降であれば、死産・流産でも支給されま
す。

●母子健康手帳
●死産・流産の場合は
医師の証明書

●直接支払制度利用の
場合は合意書

亡くなったとき
（葬祭費の支給）

被保険者が亡くなったとき、申請により
葬祭を行った人（喪主）に支給されます。

●死亡証明書

移送の費用がかかった
とき（移送費の支給）

被保険者が医師の指示により、緊急やむ
を得ず重病人が入院・転院する際の移送に
費用がかかったとき、申請により国保が必
要と認めたときは移送費が支給されます。

●医師の意見書

支給は原則口座振り込みになります。上記の必要なものと、保険証、印
鑑（認印で可）、振込先の通帳をお持ちいただき、保険年金班（④番窓口）
にて申請してください。
現金での支給を希望される方は、申請の際にご相談ください。

国保で受けられる給付とは？

【問い合わせ先　保険年金班（④番窓口）TEL 84-1501】

お詫びと訂正　12月号「広報あいづばんげ」の 5ページに掲載しました「健康と産業と文化の祭典
写真」の「会津自動車学校」は「会津平和自動車学校」の誤りです。ここに、お詫
びして訂正いたします。 ▼問い合わせ先　農林振興班　TEL 84-1505



町の人口と世帯 今月の納税今月の納税

お誕生おめでとう

※　掲載を希望されない方は、「戸籍
の届書」を提出する際に、戸籍の
担当に申し出てください。

ごめい福をお祈りします

❶月の保健ガイド
会津坂下町健康管理センター　☎83－1000

1 月11日（金）～ 2月14日（木）までの情報をお知らせします。

乳幼児健康診査
場　　所　会津坂下町健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳
受付時間　午後 1時～ 1時30分

事　業　名 月　日 対　　象　　者
4 か月児 2 月12日（火） 平成24年 9 月15日～10月14日生

10か月児 1 月22日（火） 平成24年 2 月・ 3月生

1 歳 6 か月児 1 月17日（木） 平成23年 6 月・ 7月生

むし歯予防フッ素塗布
場 所　会津坂下町健康管理センター
持 参 品　母子健康手帳・フッ素塗布受診券
受付時間　午後 1時～ 1時30分

事　業　名 月　日 対　　象　　者
1 歳

1 月11日（金）

平成23年10月・11月生

2 歳 平成22年12月・平成23年 1 月生

3 歳 平成21年12月・平成22年 1 月生

4 歳 平成21年 2 月・ 3月生

休日救急診療当番
※ 変更になる場合があります。

1月13日（日） 遠山眼科医院 ☎ 83-2011

2 月10日（日） 菅原医院 ☎ 83-2311

救　急　病　院
坂下厚生総合病院 ☎ 83-3511

県医師会のホームページでも確認できます。

http://www.e-sense.ne.jp/̃ken-ishikai/

　12月1日に開催され
たばんげ保育所発表会で
の1枚。
　とてもかわいい子ども
たちに癒されました。
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人　口………16,923人（－20）

　男　……… 8,063人（－14）

　女　……… 8,860人（－ 6）

世帯数……… 5,400戸（＋ 4）

（12月 1 日現在） 【納期限1月31日（木）】

●介護保険料　●町県民税

●後期高齢者保険料　●住宅使用料

●国民健康保険税　●児童福祉負担金

●上・下水道・農業集落排水使用料

【休日の水道修理当番】
（ 1 /11～ 2 /14）

1/13日・14日・20日・27日
坂下水道 ℡83-2607
2/3日・10日・11日

あいづリフォーム ℡83-2693

戸籍の窓口
11/21～12/20届出分

地　 区　 　 名 　前　 （保護者）

新　町　小　柳　結
ゆい

　斗
と

（ 亮 ）

羽　林　上　野　　　蒼
そう

（善　章）

束　原　長谷川　　　龍
りゅう

（ 健 ）

柳　町　髙　森　純
じゅん

　成
せい

（正　純）

細工名　谷　津　優
ゆ

里
り

奈
な

（幹　夫）

古坂下　桑　原　勇
ゆう

　汰
た

（ 勇 ）

天　屋　田　部　陽
ひな

　大
た

（栄　喜）

新富町　大　島　清　美（81歳）
青　木　坂　内　寛　治（94歳）
桜木町　渡　部　艶　子（86歳）
中　村　土　田　　　文（97歳）
村　田　新井田　浩　二（79歳）
新　町　⻆　田　幸　男（58歳）
見　明　斎　藤　拓　朗（25歳）
村田新田　髙　久　昭之助（74歳）
大　上　残　間　清　一（52歳）
羽　林　内　川　ミ　キ（88歳）
船　窪　長谷川　光　雄（86歳）
洲　走　田　部　三　郎（84歳）
中開津　上　野　與　一（88歳）
金　上　二　瓶　功　一（81歳）
本　町　高　橋　勝　明（86歳）
気多宮　眞　壁　萬　吉（83歳）
青　木　生　江　喜　平（90歳）

　12月1日に開催され
たばんげ保育所発表会で
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私 学校

町内の保育所・幼稚園・小学校・
中学校から、子どもたちの学校で
の様子をお伝えします！

　12月 7 日（金）、金上幼稚園の発表会が行われた。来年の幼稚園統
合により、金上幼稚園としては最後の発表会。
　年少さんは「かさじぞう」を、年長さんは「ブレーメンの音楽隊」
の劇を披露。
　一生懸命なりきっている子どもたちを見て、保護者の方々の顔は自
然と笑顔になっていました。
　自分たちで作った紙芝居「たのしかったようちえん」では、思い出
を絵に描いて発表し、子どもたちが、「僕たち、私たちが金上幼稚園
最後の卒園児です。今まで面倒を見てくれた地域の皆さんありがとう
ございました。」と言い、思わず涙を流す方も見られました。

金上幼稚園最後の発表会金上幼稚園最後の発表会


